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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第61期

第３四半期連結
累計期間

第62期
第３四半期連結
累計期間

第61期
第３四半期連結
会計期間

第62期
第３四半期連結
会計期間

第61期

会計期間

自  平成20年
    ４月１日
至  平成20年
    12月31日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    12月31日

自  平成20年
    10月１日
至  平成20年
    12月31日

自  平成21年
   10月１日
至  平成21年
    12月31日

自  平成20年
    ４月１日
至  平成21年
    ３月31日

売上高 (千円) 19,196,03517,651,1226,661,4586,160,43625,270,017

経常利益 (千円) 191,179 143,103 58,710 163,941 392,731

四半期(当期)純利益
又は四半期純損失(△)

(千円) 26,398 40,392 △12,394 103,124 79,908

純資産額 (千円) ― ― 3,294,0523,356,6463,339,802

総資産額 (千円) ― ― 14,057,83912,533,72112,852,886

１株当たり純資産額 (円) ― ― 843.75 861.86 857.53

１株当たり四半期
(当期)純利益又は
四半期純損失(△)

(円) 6.71 10.37 △3.16 26.48 20.35

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 23.4 26.8 26.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △639,699△293,878 ― ― △41,975

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △105,422△45,390 ― ― △70,857

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 794,785 392,768 ― ― 156,464

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 1,094,3451,139,7561,087,752

従業員数 (名) ― ― 422 423 418

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

また、第61期第３四半期連結会計期間は１株当たり四半期純損失であり、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容につい

て、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成21年12月31日現在

従業員数(名) 423　[ 28 ]

(注) 　１　従業員数は就業人員であります。

　２　従業員数の[外書]は、契約社員・パートの当第３四半期連結会計期間の平均雇用人員であります。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成21年12月31日現在

従業員数(名) 365　[ 12 ]

(注) 　１　従業員数は就業人員であります。

　２　従業員数の[外書]は、契約社員・パートの当第３四半期会計期間の平均雇用人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績を商品区分ごとに示すと、次のとおりであります。
　

商品区分の名称 生産高(千円) 前年同四半期比(％)

排水・汚水関連商品 372,901 △16.0

給湯・給水関連商品 31,868 △7.7

合　　計 404,770 △15.4

(注) １  金額は、製造原価によっております。
２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 仕入実績

当第３四半期連結会計期間における仕入実績を商品区分ごとに示すと、次のとおりであります。
　

商品区分の名称 仕入高(千円) 前年同四半期比(％)

排水・汚水関連商品 733,675 △21.1

給湯・給水関連商品 1,274,973 △21.7

化成商品 1,323,796 △10.7

その他 1,407,539 17.8

合　　計 4,739,985 △9.5

(注) １  金額は、仕入価格によっております。

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を商品区分ごとに示すと、次のとおりであります。
　

商品区分の名称 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

排水・汚水関連商品 1,423,237 △14.8

給湯・給水関連商品 1,574,572 △17.6

化成商品 1,580,496 △9.9

その他 1,582,130 19.3

合　　計 6,160,436 △7.5

(注) １  金額は、販売価格によっております。

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等

又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）

が判断したものであります。

　

(1) 経営成績の分析(10～12月)

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、先進国における景気後退と中国、インドを中心とす

る新興国における景気回復が混在する中、景気対策による持ち直しの兆しが見られるものの、円高により

輸出関連企業の収益が減少し、雇用情勢、所得環境の悪化により購買意欲が低下しデフレが進行する等、

先行き不透明な状況が続いております。

管工機材業界におきましても、新設住宅着工戸数の大幅な減少、企業収益の低迷による設備投資の落ち

込み等の影響を受けており、売上、利益ともに厳しい環境となっております。

このような状況の下、全国の販売ネットワークを活かした新商権、新分野開拓の効果が徐々に出てきて

おりますが、既存取扱商品の減少幅が大きく連結売上高は6,160百万円（前年同期比7.5％減少）となり、

利益率が若干改善したものの売上総利益は1,162百万円（前年同期比4.8％減少）となりました。

販売費及び一般管理費を前年同期比66百万円削減した効果により、営業利益は138百万円（前年同期比

6.2％増加）となりました。デリバティブ評価につきまして、前年同期の評価損(77百万円)から19百万円

評価益となったことにより経常利益は163百万円（前年同期比179.2%増加）となり、四半期純利益は103

百万円（前年同期は12百万円の純損失）となりました。

　

商品区分別状況は以下の通りです。

　

　①　排水・汚水関連商品

当商品群については、自社ブランドであるトーロー商品を中心とする主力商品において拡販活動の強

化を図ったものの、マンション着工戸数の減少が続き、市場が縮小している影響を大きく受けました。需

要が減少する中で競合が激化していることにより販売価格も下落する傾向にあり、当商品群の売上高は

1,423百万円（前年同期比14.8％減少）となりました。
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　②　給湯・給水関連商品

当商品群については、金属製の配管資材から樹脂製の管類への移行が進んでいるものの、新設住宅着工

戸数の減少が長期化しており、その影響を大きく受けています。エコキュート用の配管部材である三層管

における拡販の効果が見られたものの、ステンレス商材等において市場価格が下落傾向となっており、当

商品群の売上高は1,574百万円（前年同期比17.6％減少）となりました。

　

　③　化成商品

当商品群については、主力商品であるビニルパイプ・継手、小口径マス類において市場の低迷による需

要の減少が継続しており、その影響により市場価格も下落する傾向となっています。また、市場在庫が過

多となっており、それに伴って回転率の低下が慢性化するという厳しい環境の中、当商品群の売上高は

1,580百万円（前年同期比9.9％減少）となりました。

　

　④　その他

当商品群については、住宅設備機器類において継続して実施している、メーカーを絞り込んだうえで連

携を強化した販売活動を行うことにより、売上を大きく増加させることができました。住宅設備機器類以

外での苦戦はあったものの、各商品群が軒並み減少となる中で前年の実績を上回ることができ、当商品群

の売上高は1,582百万円（前年同期比19.3％増加）となりました。

　

(2) 財政状態の分析

　(資産の部)

当第３四半期連結会計期間末の流動資産の残高は、前連結会計年度末に比べて321百万円減少し、流動

資産合計で8,694百万円となりました。この主な要因は、受取手形及び売掛金が280百万円、たな卸資産が

52百万円減少したこと等によるものです。

当第３四半期連結会計期間末の固定資産の残高は、前連結会計年度末に比べて２百万円増加し、固定資

産合計で3,839百万円となりました。この主な要因は、建物及び構築物が18百万円減少、投資有価証券が22

百万円増加したこと等によるものです。

　

　(負債の部)

当第３四半期連結会計期間末の流動負債の残高は、前連結会計年度末に比べて41百万円減少し、流動負

債合計で7,298百万円となりました。この主な要因は、支払手形及び買掛金が625百万円、未払法人税等が

69百万円及び賞与引当金が69百万円減少し、短期借入金及び１年内返済予定の長期借入金が695百万円増

加したこと等によるものです。

当第３四半期連結会計期間末の固定負債の残高は、前連結会計年度末に比べて294百万円減少し、固定

負債合計で1,878百万円となりました。この主な要因は、長期借入金が267百万円減少したこと等によるも

のです。

　

　(純資産の部)

当第３四半期連結会計期間末の純資産の残高は、前連結会計年度末に比べて16百万円増加し、純資産合

計で3,356百万円となりました。この主な要因は、利益剰余金が５百万円、その他有価証券評価差額金が11

百万円増加したこと等によるものです。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前第３四半期

連結会計期間末に比べ45百万円増加し、1,139百万円となりました。

　

　(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第３四半期連結会計期間における営業活動の結果増加した資金は240百万円（前年同期比582百万円

増加）となりました。

　これは主に、税金等調整前四半期純利益163百万円、割引手形の増加429百万円及び仕入債務の増加312百

万円、売上債権の増加377百万円、たな卸資産の増加134百万円及び法人税等の支払額114百万円によるも

のであります。

　

　(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第３四半期連結会計期間における投資活動の結果減少した資金は９百万円（前年同期比36百万円増

加）となりました。

　これは主に、有形固定資産の取得による支出９百万円によるものであります。

　

　(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第３四半期連結会計期間における財務活動の結果減少した資金は110百万円（前年同期比453百万円

減少）となりました。

　これは主に、短期借入金の純増200百万円、長期借入金の返済による支出295百万円によるものでありま

す。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について、重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画した重要な設備の新設、除却等

はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 12,000,000

計 12,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内　容

普通株式 3,969,000 3,969,000
ジャスダック
証券取引所

単元株式数は100株でありま
す。

計 3,969,000 3,969,000― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年12月31日 ― 3,969 ― 646,494 ― 786,078

　

　

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成21年９月30日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成21年９月30日現在

区　　分 株式数(株) 議決権の数(個) 内　　容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式　　　74,300

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 3,894,200 38,942 ―

単元未満株式 普通株式 500 ― ―

発行済株式総数 3,969,000 ― ―

総株主の議決権 ― 38,942 ―

(注) 「単元未満株式」の欄の株式数には当社所有の自己株式 32株が含まれております。

　

　

② 【自己株式等】

　 　 平成21年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

　(自己保有株式)
クリエイト株式会社

大阪市西区阿波座１丁目
13-15

74,300 ― 74,300 1.87

計 ― 74,300 ― 74,300 1.87

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 416 384 421 463 433 493 582 550 610

最低(円) 345 353 372 413 380 393 460 470 470

(注)  最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所における株価を記載しております。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成20年10月１

日から平成20年12月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日

まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、太陽ＡＳＧ有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,159,756 1,107,752

受取手形及び売掛金 ※３
 5,025,081 5,305,337

商品及び製品 2,095,889 2,112,369

仕掛品 63,154 79,806

原材料及び貯蔵品 158,877 177,857

その他 209,398 265,387

貸倒引当金 △17,706 △32,454

流動資産合計 8,694,450 9,016,054

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 318,718 336,728

機械装置及び運搬具（純額） 17,935 23,402

土地 1,808,701 1,808,701

その他（純額） 52,923 52,560

有形固定資産合計 ※１
 2,198,279

※１
 2,221,393

無形固定資産 19,380 16,079

投資その他の資産

その他 1,735,077 1,735,594

貸倒引当金 △113,466 △136,236

投資その他の資産合計 1,621,611 1,599,358

固定資産合計 3,839,270 3,836,831

資産合計 12,533,721 12,852,886
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※３
 5,107,769 5,733,469

短期借入金 1,000,000 200,000

1年内返済予定の長期借入金 913,539 1,018,309

未払法人税等 － 69,308

賞与引当金 67,781 137,367

その他 209,392 181,954

流動負債合計 7,298,481 7,340,408

固定負債

長期借入金 905,370 1,172,758

退職給付引当金 533,503 524,298

役員退職慰労引当金 14,683 13,553

負ののれん 22,306 43,476

その他 402,729 418,588

固定負債合計 1,878,593 2,172,675

負債合計 9,177,075 9,513,083

純資産の部

株主資本

資本金 646,494 646,494

資本剰余金 803,217 803,217

利益剰余金 1,944,504 1,939,163

自己株式 △41,843 △41,843

株主資本合計 3,352,372 3,347,031

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 4,274 △7,229

評価・換算差額等合計 4,274 △7,229

純資産合計 3,356,646 3,339,802

負債純資産合計 12,533,721 12,852,886
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 19,196,035 17,651,122

売上原価 15,724,156 14,406,735

売上総利益 3,471,878 3,244,386

販売費及び一般管理費 ※1
 3,281,990

※1
 3,081,593

営業利益 189,888 162,793

営業外収益

受取利息 3,762 1,437

受取配当金 5,257 3,824

負ののれん償却額 24,249 21,170

不動産賃貸料 55,769 50,484

仕入割引 95,048 97,384

その他 35,053 18,375

営業外収益合計 219,140 192,676

営業外費用

支払利息 30,409 26,740

手形売却損 41,316 30,537

不動産賃貸原価 39,614 38,974

売上割引 39,140 39,174

貸倒引当金繰入額 6,067 120

デリバティブ評価損 44,852 43,753

その他 16,448 33,065

営業外費用合計 217,849 212,365

経常利益 191,179 143,103

特別利益

貸倒引当金戻入額 32,092 15,574

保険解約返戻金 8,767 －

特別利益合計 40,859 15,574

特別損失

固定資産除却損 521 344

役員退職慰労金 10,914 －

投資有価証券評価損 28,376 －

保険解約損 12,334 －

特別損失合計 52,146 344

税金等調整前四半期純利益 179,892 158,334

法人税等 153,494 ※2
 117,941

四半期純利益 26,398 40,392
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【第３四半期連結会計期間】
(単位：千円)

前第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 6,661,458 6,160,436

売上原価 5,440,621 4,997,899

売上総利益 1,220,837 1,162,537

販売費及び一般管理費 ※1
 1,090,455

※1
 1,024,060

営業利益 130,381 138,476

営業外収益

受取利息 704 265

受取配当金 2,069 1,345

負ののれん償却額 8,083 5,004

不動産賃貸料 18,613 16,899

仕入割引 35,891 35,017

デリバティブ評価益 － 19,545

その他 5,105 4,581

営業外収益合計 70,466 82,659

営業外費用

支払利息 9,800 8,283

手形売却損 14,866 10,538

不動産賃貸原価 13,205 13,010

売上割引 13,226 13,516

貸倒引当金繰入額 6,067 －

デリバティブ評価損 77,521 －

その他 7,449 11,846

営業外費用合計 142,137 57,194

経常利益 58,710 163,941

特別利益

貸倒引当金戻入額 1,172 －

特別利益合計 1,172 －

特別損失

投資有価証券評価損 3,820 －

特別損失合計 3,820 －

税金等調整前四半期純利益 56,062 163,941

法人税等 68,457 ※2
 60,816

四半期純利益又は四半期純損失（△） △12,394 103,124
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 179,892 158,334

減価償却費 69,626 63,127

負ののれん償却額 △24,249 △21,170

貸倒引当金の増減額（△は減少） △26,025 △15,454

賞与引当金の増減額（△は減少） △82,932 △69,586

退職給付引当金の増減額（△は減少） 33,329 9,205

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △260,016 1,129

受取利息及び受取配当金 △9,020 △5,261

支払利息 30,409 26,740

デリバティブ評価損益（△は益） 44,852 43,753

手形売却損 41,316 30,537

投資有価証券評価損益（△は益） 28,376 －

固定資産除却損 521 344

売上債権の増減額（△は増加） 667,083 523,499

割引手形の増減額（△は減少） △583,841 △243,243

たな卸資産の増減額（△は増加） △418,772 52,111

仕入債務の増減額（△は減少） △259,052 △625,700

その他 232,167 △3,199

小計 △336,333 △74,832

利息及び配当金の受取額 9,040 5,269

利息の支払額 △71,737 △57,277

法人税等の支払額 △240,669 △167,037

営業活動によるキャッシュ・フロー △639,699 △293,878

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △33,379 △38,847

有形固定資産の売却による収入 7,871 379

投資有価証券の取得による支出 △4,023 △3,249

投資有価証券の売却による収入 － 100

貸付けによる支出 △35,000 －

貸付金の回収による収入 5,589 1,989

その他 △46,480 △5,761

投資活動によるキャッシュ・フロー △105,422 △45,390

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,090,000 800,000

長期借入れによる収入 700,000 500,000

長期借入金の返済による支出 △882,992 △872,158

自己株式の取得による支出 △21,710 －

配当金の支払額 △90,512 △35,073

財務活動によるキャッシュ・フロー 794,785 392,768

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,310 △1,495

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 48,352 52,004

現金及び現金同等物の期首残高 1,045,992 1,087,752

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,094,345

※
 1,139,756
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

項目
当第３四半期連結累計期間

(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

１  会計処理基準に関する事項の変更 税金費用の計算方法の変更

　従来、税金費用については四半期連結会計期間を含む連結会計年度の

税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見

積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しており

ましたが、第１四半期連結会計期間より、原則として年度の決算と同様

の方法により計算する方法に変更しております。

　当該変更は、第１四半期の税引前四半期純利益が損失となり、第２四

半期及び第３四半期の業績の不透明感も拡大したことから、年間の見

積実効税率を合理的に算定することができず、当四半期連結会計期間

における税金費用に適切に反映できないと判断し、原則として年度決

算と同様の方法を採用することにより四半期連結会計期間に係る財政

状態及び経営成績をより適切に表示することを目的として行ったもの

であります。

　なお、当該変更による影響額は、見積実効税率を合理的に見積ること

ができないため記載しておりません。

 

　

【簡便な会計処理】

　

項目
当第３四半期連結累計期間

(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

１  固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却

費の額を期間按分して算出する方法によっております。

２  法人税等の算定方法 　法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控

除項目を重要なものに限定する方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末 

(平成21年12月31日)
前連結会計年度末 
(平成21年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額

　 1,778,013千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額

　 1,753,241千円

　 　

　２　偶発債務

受取手形割引高 1,699,301千円

受取手形裏書譲渡高 182,424千円

手形債権流動化に伴う買戻義務 387,280千円

　２　手形割引高及び裏書譲渡高

受取手形割引高 1,942,544千円

受取手形裏書譲渡高 232,916千円

債権流動化による手形売却高 2,746,091千円

　 　
※３　四半期連結会計期間末日の満期手形の会計処理

　　当第３四半期連結会計期間の末日は金融機関の休日で

したが、満期日決済が行われたものとして処理して

おります。当第３四半期連結会計期間末日の満期手

形の金額は次のとおりであります。

受取手形 38,409千円

支払手形 658,617千円

　
　 　
　 　

　 　

　

(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

　
前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主要費目及び金額

給料及び手当 1,194,386千円

賞与引当金繰入額 74,414千円

退職給付費用 66,858千円

役員退職慰労引当金繰入額 1,625千円

 

※１　販売費及び一般管理費の主要費目及び金額

給料及び手当 1,187,503千円

賞与引当金繰入額 65,016千円

退職給付費用 60,531千円

役員退職慰労引当金繰入額 2,749千円

 

　
　

※２　法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しており

ます。

 

　

第３四半期連結会計期間

　
前第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主要費目及び金額

給料及び手当 401,748千円

賞与引当金繰入額 74,414千円

退職給付費用 21,925千円

役員退職慰労引当金繰入額 270千円

 

※１　販売費及び一般管理費の主要費目及び金額

給料及び手当 392,973千円

賞与引当金繰入額 65,016千円

退職給付費用 19,513千円

役員退職慰労引当金繰入額 922千円

 

　
　

※２　法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しており

ます。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　現金及び預金 1,154,345千円

　預入期間が３ケ月超の定期預金 △60,000千円

　現金及び現金同等物 1,094,345千円

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　現金及び預金 1,159,756千円

　預入期間が３ケ月超の定期預金 △20,000千円

　現金及び現金同等物 1,139,756千円

　

(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成21年12月31日)及び

当第３四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年12月31日)

１  発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 3,969,000

　

２  自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 74,332

　

３  新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

　

４  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月19日
定時株主総会

普通株式 19,473 5.00平成21年３月31日 平成21年６月22日 利益剰余金

平成21年11月12日
取締役会

普通株式 15,578 4.00平成21年９月30日 平成21年12月11日 利益剰余金

　

(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

　

５  株主資本の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

　前第３四半期連結会計期間(自  平成20年10月１日  至  平成20年12月31日)及び当第３四半期連結会

計期間(自 平成21年10月１日 至 平成21年12月31日)並びに前第３四半期連結累計期間(自 平成20年４

月１日 至 平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月

31日)

　当社グループは、管工機材の卸業者として、同一セグメントに属する管材類の仕入、販売を行っており、

当該事業以外に事業の種類がないため、該当事項はありません。

　

　

【所在地別セグメント情報】

　前第３四半期連結会計期間(自  平成20年10月１日  至  平成20年12月31日)及び当第３四半期連結会

計期間(自 平成21年10月１日 至 平成21年12月31日)並びに前第３四半期連結累計期間(自 平成20年４

月１日 至 平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月

31日)

　本邦以外の国または地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

　

　

【海外売上高】

　前第３四半期連結会計期間(自  平成20年10月１日  至  平成20年12月31日)及び当第３四半期連結会

計期間(自 平成21年10月１日 至 平成21年12月31日)並びに前第３四半期連結累計期間(自 平成20年４

月１日 至 平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月

31日)

　海外売上がないため、該当事項はありません。
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(有価証券関係)

事業の運営において重要なものはありません。

　

　

(デリバティブ取引関係)

　当第３四半期連結会計期間末(平成21年12月31日)

　対象物の種類が通貨であるデリバティブ取引が、事業の運営において重要なものとなっており、かつ、

前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が認められます。

　

対象物の種類 取引の種類 契約額等(千円) 時価(千円) 評価損益(千円)

通貨

為替予約取引 280,905 △25,636 △25,636

スワップ取引 524,970 △59,637 △59,637

合計 805,875 △85,274 △85,274

(注) １　ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引は除いております。

２　当第３四半期連結決算日の時価については、取引銀行から提示された価格によっております。

３　上記の取引は、主として輸入取引に係る支払に備えるものであります。

　

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

　 　

　 861円86銭
　

　 　

　 857円53銭
　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりです。
　

項目
当第３四半期
連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 3,356,646 3,339,802

普通株式に係る純資産額(千円) 3,356,646 3,339,802

普通株式の発行済株式数(株) 3,969,000 3,969,000

普通株式の自己株式数(株) 74,332 74,332

１株当たり純資産額の算定に用いられた
普通株式の数(株) 3,894,668 3,894,668

　

２  １株当たり四半期純利益等

第３四半期連結累計期間

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

１株当たり四半期純利益 ６円71銭
　

１株当たり四半期純利益 10円37銭
　

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２  １株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりです。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益 (千円) 26,398 40,392

普通株主に帰属しない金額　 (千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益 (千円) 26,398 40,392

普通株式の期中平均株式数　 (株) 3,936,367 3,894,668
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第３四半期連結会計期間

　
前第３四半期連結会計期間
(自  平成20年10月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

１株当たり四半期純損失(△) △３円16銭
　

１株当たり四半期純利益 26円48銭
　

(注) １　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、前第３四半期連結会計期間は１株当たり四半期

純損失であり、又、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

また、当第３四半期連結会計期間は潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２  １株当たり四半期純利益又は四半期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりです。

　

項目
前第３四半期連結会計期間
(自  平成20年10月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益 
又は四半期純損失(△)　　　(千円)

△12,394 103,124

普通株主に帰属しない金額　(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益 
又は四半期純損失(△)　　　(千円)

△12,394 103,124

普通株式の期中平均株式数　(株) 3,923,781 3,894,668

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

２ 【その他】

平成21年11月12日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議しました。

①　中間配当による配当金の総額・・・・・・・・　15,578千円

②　１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・　４円00銭

③　支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・　平成21年12月11日

　　(注)平成21年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払っております。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年２月10日

クリエイト株式会社

取締役会  御中

　

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　北　　垣　　栄　　一　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　柏　　木　　　 忠 　　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているクリ

エイト株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20

年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、クリエイト株式会社及び連結子会社の平成20

年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の

経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成22年２月８日

クリエイト株式会社

取締役会  御中

　

太陽ＡＳＧ有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　北　　垣　　栄　　一　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　柏　　木　　　 忠 　　　印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているクリ

エイト株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21

年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、クリエイト株式会社及び連結子会社の平成21

年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の

経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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